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【結果】対象者は、介入群 21 名、コントロール群 15 名の計 36 名であった。アウトカム指標






























DVD を作成し、この DVD の一部をプログラムに活用している。理論知と臨床知を統合する形
で、10 の Session から成るプログラムが作成されており、プログラムの基盤形成が優れている
ことも高く評価した。 
 
３）熟考された準実験研究を企画し、介入効果を明らかにしていること 
本研究では、アウトカム指標として、①FES(Family Empowerment Scale、②GHQ-28、③
SF36、④プログラム中の発言内容の評価、⑤プログラム終了後の主観的評価を活用している。
そして仮説を立てて介入を実施している。その結果として、親のエンパワメントや精神的健康
状態、QOL の改善に効果があることを証明した。すなわち、対象者数に限界はあるものの、理
論知と臨床知を統合することによって導かれた本プログラムは、高機能自閉症スペクトラム障
害者の家族のエンパワメント、精神的健康、QOL をもたらすプログラムであると判断できる。 
 
審査委員会は、今後本プログラムをさらに改良し、臨床に普及していくことを期待する。 
